




その他のタイトル Experimental Study for Cerebral Hemodynamic
Response during Concealment of Information :

































































では，虚偽検出としてのポリグラフ検査の方法に対照質問法(Control Question Test: CQT)と










気共鳴画像法（functional Magnetic Resonance Imaging: fMRI），陽電子断層撮影法
（positron emission tomography: PET），経頭蓋磁気刺激法（Transcranial magnetic 






第Ⅱ部では，本研究全体で用いた近赤外分光法（Near Infrared Spectroscopy: NIRS）につ
いて，その特徴を詳述した。NIRSは，20世紀末になって開発された，新たな脳機能計
測法であり（Kato, Kamei, Takashima, & Ozaki, 1993），2000 年代になってからは，心理学
領域をはじめとして，一般的なヒトの脳機能研究に利用されている（e.g., Izzetoglu, Bunce, 
Onaral, Pourrezaei, & Chance, 2004; Kameyama, Fukuda, Uehara, & Mikuni, 2004; Matsuo, 
Kato, & Kato, 2002）。 
























みでの研究は，Sai, Zhou, Ding, Fu, & Sang （2014）のみである。そのため，本論文にお
ける研究では，Sai et al. （2014）の実験デザインを参考にした。ただし，いくらかの点




Sai et al. （2014）では，模擬窃盗という行為についての情報秘匿に伴う脳血流動態反応
を計測しているが，計測領域は前頭領域のみであり，側頭領域については計測されてい


































































たところ，guilty群においてのみ，裁決質問呈示時に 0.05 Hzから 0.2 Hzの周波数帯で
特徴的なピークが出現する傾向があることが確認された。裁決質問呈示時に 0.05 Hzか
ら 0.2 Hzの周波数帯で特徴的なピークが出現していた者を「情報を秘匿している guilty
群」，そのようなピークがみられない者を「情報を秘匿していない innocent 群」と判断
した場合，Hit 率は 81.3%，CR率は 88.9%にまで向上した。これらのことから，0.05 Hz
から 0.2 Hzの周波数成分は，情報秘匿に伴って生じる成分である可能性が考えられる。 





いて高速フーリエ変換を行った場合に 0.05 Hzから 0.2 Hzの周波数帯において特徴的な
ピークが確認できるかどうかを調べた。その結果，旧項目質問呈示時と新項目質問時の
間でΔ[oxyHb]に差異がみられなかった。また，時系列波形に高速フーリエ変換を適用
し，旧項目質問呈示時に 0.05 Hzから 0.2 Hzにおける特徴的なピークは確認できなかっ
た。したがって，研究 4 における guilty 群の裁決質問呈示時の時系列波形にみられた
0.05 Hzから 0.2 Hzの周波数成分は，模擬窃盗に関する記憶の保持ではなく，情報の秘
匿に特異的な心的状態を反映した成分である可能性が考えられる。 
研究 6 では，質問対象の数を増やすことで，Δ[oxyHb]の値を用いた場合の guilty 群と
innocent群の識別の精度を向上させることができるか検討した。その結果，質問表の数
が 1 つの場合よりも，4 つの場合に Hit 率と CR 率のいずれも大幅に上昇し，Hit 率は











































どのようなメカニズムが生じているのか説明を試みた。そして，Mohamed et al. (2006)で
提唱されたポリグラフ検査において生じる生理反応のモデルに本研究知見を追加し，統
合的なモデルの提唱を行った。第 2章では，犯罪捜査への NIRSの応用と情報秘匿に伴
う生理学的機序の解明に向けて，今後どのような研究が蓄積されていく必要があるかに
ついて詳述した。特に，NIRS が現行のポリグラフ検査機器と比較してどのような利点
を持っているか，また，他の脳機能計測法と比較して，応用可能性を考えるうえでどの
ような利点を持っているかを強調した。そして，本研究の限界について NIRSに内在す
る制約と実験デザインに内在する問題点についても扱った。今後はどのような点を明ら
かにしていく必要があるかといったNIRSを用いた虚偽検出研究の展望についても取り
上げた。以上の議論に基づいて，NIRS の現実の犯罪捜査場面における虚偽検出への応
用可能性を示し，また，情報秘匿時の生理学的機序についても明らかにできた成果がも
たらす社会的意義および学術的意義は大きいと結論づけた。NIRS 計測を用いた虚偽検
出研究は，現在研究数が少なく，さらなる知見の蓄積が求められる領域であり，また，
NIRS計測法自体も技術的発展が強く期待されているといえる。さらに，NIRS計測法の
みならず，さまざまな脳機能計測法による虚偽検出研究の知見を統合していくことによ
って，社会的動物であるヒトに普遍的にみられる情報秘匿を含む嘘の複雑な心理的メカ
ニズムが着実に解明されていくと考えられる。情報秘匿に伴う複雑な心理的メカニズム
が解明されたならば，現行のポリグラフ検査の理論的基盤がより強固なものとなり，ポ
リグラフ検査の精度のさらなる向上に資するといえる。 
 
